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防災士や地元中学校の協力をもとに…
自主防災組織と福祉事業者が進める計画づくり
中駒地区自主防災会・社会福祉法人日本キングスガーデン（茨城県常総市）
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２．検討経緯

３．取組の成果と課題

４．今後の取組目標とアクションプラン

地区防災計画づくりの取組みにおいて、常総市防災士連絡協議会の地元防災士や
地元中学生の協力を得て、地域の防災課題や対策を共有することができた。
また、社会福祉法人日本キングスガーデンの理事長及び職員とともにワーク
ショップやまちあるきで議論を行い、災害時と平時の具体的な連携内容を確認す
ることができた。

来年度の取組目標

前期

•要配慮者リスト（様式）を作成し、調査を実施

•応急処置講習会の参加

後期

•福祉施設への移送（福祉避難）が必要な住民の具体的な移送方法の検討

•3月の訓練で計画内容を検証し、見直し
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ワークショップの様子

中駒地区自主防災会と社会福祉法人キングスガーデンは、常総市防災士連絡協議会、
常総市危機管理防災課、国立研究開発法人防災科学技術研究所、東京大学加藤教授
（内閣府アドバイザー）の支援をうけて、勉強会及び3回のワークショップ、防災
まちあるき、自主協議会を経て、地区防災計画（地震編）素案を取りまとめた。

検討経緯

地域防災Web（https://chiiki-bosai.jp/）より

8月31日

•午前 勉強会：地区防災計画の必要性や考え方、作成方法等の講演
•午後 第１回ワークショップ：災害時の地域課題の整理

•災害時の地域課題を時系列で整理し、今後優先的に対策検討を進めたい重要
テーマを抽出した。

9月22日

•防災まちあるき
•自主防災組織及び筑波キングスガーデン職員が地区内の防災まちあるきを行い、
地域資源と危険箇所等を確認しマップに記載した。また、常総市防災士連絡協
議会の防災士が同行し、適宜助言を行った。

11月16日

•第2回ワークショップ：災害時の対応と平時の備えの検討
•防災まちあるきの結果を踏まえて防災マップ作りを行った。また、安否確認体
制や要配慮者の避難支援について検討し、地区住民とキングスガーデンとの協
力体制や平時の備えを整理した。

1月25日

•第３回ワークショップ：地区防災計画の運用検討
•作成した計画素案の全体共有と、計画の継続運用（見直し、更新）に向けてア
クションプランを作成した。

2月29日

•自主協議会：地区防災計画素案のまとめ
•ワークショップ結果をまとめて、地区防災計画の素案を作成

以下のアクションプランに沿って、安 ステッカーの周知徹底、救急救命行為の訓練と要支援
者情報の共有等に取り組む。

防災まちあるきの様子

中駒地区の自然特性・社会特性および災害特性は以下の通りである。
•常総市の中西部に位置し、平野部と小高い丘陵地・台地にある
•人口は200人・71世帯で、高齢化率は38.5% ⇒要配慮者の対応が課題
•近隣に社会福祉法人日本キングスガーデンの高齢者・障がい者福祉施設や大生郷
工業団地が立地している ⇒連携が課題

•中駒地区は、30年以内に震度6弱以上の地震に見舞われる可能性がある。また、
大雨の際には内水氾濫の危険性もある

今後は、毎年３月の訓練でその年度の計画内容を実践し、ＰＤⅭＡにより見直し
修正し、次年度の事業計画につなげる。
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